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研究成果の概要（和文）：研究期間前半の図像、文献の基礎調査を通じて、Ｃ．Ａ．コワペルの

絵画作品が同時代の演劇と深い関わりを持つことが明らかになった。後半はこの個別研究に従

事した。当該図像について、モリエール、ラ･フォンテーヌ、アプレイウスのテクストの比較を

行い特にコワペルがモリエールに文学的着想を得ていること、視覚的伝統における位置づけと

しても 18 世紀前半に特徴的な図像であることを明らかにし、口頭発表および論文として発表
した。平成 22年度中に当該作品に関して新知見を含む総合的成果を発表する予定である。 
 
 
研究成果の概要（英文）：Through the first half of research activities, in other words, 
the basic studies of literature and Iconography, the student clarified that the works 
of C.-A. Coypel have a close relationship to contemporary drama. Therefore the student 
worked on the individual study of his paintings in the second half. The student  read 
a paper at the meeting of European and American Cultural Society and published it. The 
presenter showed clearly that Coypel’s painting <<Psyche abandoned>> got his source from 
Moliere’s script and the iconography is unique in the early 18th century. In 2010, the 
student is planning to announce an another paper as conclusion. 
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１．研究開始当初の背景 
研究代表者は、それまで 18 世紀フランスに
おける神話画の成立過程を、主に出版史との
関わりから総合的に研究してきた。その結果、
神話や古典文学を題材とした挿絵本等の書物
において、同時代の絵画作品の文学的・図像
的着想源が顕著にみとめられることが明らか
になってきた。本研究では、美術史と出版史
が交わる研究領域に演劇・舞踊等の舞台芸術
史の視点をさらにクロスオーバーさせ、より
多角的な美術研究を確立することを全体の構
想とした。 
 
 
２．研究の目的 
本研究に関する国内外の動向について、ここ
では、プシュケ神話を具体例に、a.図像学、
b.出版史、c.演劇史の各分野における主要研
究を紹介する。a.近世フランスの絵画や挿絵、
装飾芸術におけるプシュケ神話図像の研究と
し て は 、 PETIT-DELCHET (M.), 
“L'illustration décorative du Mythe de 
Psyché au XVIIe et XVIII e siècles ”, 
B.H.A.F., F. de Nobele, 1911, pp.137-148.b.
出版史的研究としては、OSBORNE(C.-M.), 
Pierre Didot the Elder and French book 
Illustration 1789-1822, New York, Garland, 
1985 c.演劇史研究の分野では、BAPST(G.), 
“Le théâtre à la cour de Louis XIV, à 
propos de  la représentation de 
Psyché”,Revue des cours et conferences, 
III, 1894-95, p.151-160等が主に挙げられる。
これらの研究はいずれも各分野において優れ
た成果を発揮している。しかしながら、絵画
と舞台芸術、挿絵本出版史の３つの視点から
総合的かつ網羅的に行われた研究とは言い難
い。そこで研究代表者はこれら 3つの側面を
交差させることにより、特に美術史研究とし
ては 18 世紀ではほぼ手つかずであったとい
える演劇台本の挿絵を図像伝統に位置付ける
ことで、より広い文化史的枠組みの中で絵画
を解釈することを目的とした。  
 
 
３．研究の方法 
（１）海外調査：2007年と 2009年の 2度に
わたり、パリ国立図書館、ロンドン大学ウォ
ーバーグ研究所など図書館、研究機関が所蔵
する同時代資料を中心とした文献および画像
資料の収集を行った。また諸美術館で作品の
実見、撮影を行った。 
 
（２）国内調査：東京、神戸、名古屋等の大
学図書館、研究機関、美術館で文献・画像資
料の調査・収集。また関連作品の実見を行っ
た。 
 

（３）上記（１）、（２）の調査を踏まえ、収
集資料の分類、整理を行った。その基礎調査
の過程で、特に 18世紀前半期のフランス絵
画作品が、モリエールをはじめとした 17世
紀古典劇の台本と深い関わりを持っているこ
とを再確認した。 
 
（４）研究機関の後半では、C.A.コワペルの
作品とモリエールの舞台台本に焦点を絞って
個別研究を行った。（１）、（２）の諸機関で、
作品に関わる資料や画像資料を収集し、その
調査 
結果を踏まえて口頭発表、論文刊行を行った。 
 
 
４．研究成果 
期間前半の基礎調査を通じて、Ｃ．Ａ．コ
ワペルの絵画作品が同時代の演劇と深い関わ
りを持つことが明らかになった。後半はこの
個別研究に従事した。特に「捨てられたプシ
ュケ」図像に着目し、モリエール、ラ･フォン
テーヌ、アプレイウスの該当部分のテクスト
比較を行った。その結果、コワペルがモリエ
ールの舞台台本に文学的着想を得ていること
がわかった。一方で、この図像を分類・比較
することによって視覚的伝統においても 18
世紀前半に特異な位置づけをもつ作品である
ことを明らかにした。これらの成果を学会で
の口頭発表および研究論文として発表した。
平成 22 年度中に当該作品の図像的着想源に
ついて、新知見を含む成果を発表する予定で
ある。  
またこの研究過程で、コワペルと同時代の
ブーシェの神話作品について、挿絵本出版史
とのかかわりにおいて重要な事実を発見し、
学会での口頭発表、論文の刊行を行った。当
課題については、本研究期間中には着手でき
なかったが、18 世紀に上演されたオウィディ
ウス神話をテーマとする演劇とのかかわりで、
継続して研究を進める予定である。 
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